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県産製材 JAS 規格材を用いたキングポストトラスの強度試験（第 4 報） 

Z 角座金 W9.0×80 を接合金物に利用したトラスの破壊状況と強度性能 

森田浩也 

The strength test of king-post truss using JAS timber produced in the tottori prefecture Part4. 

Morita Hiroya 

 

１ はじめに 

 令和 3 年 10 月に「脱炭素社会の実現に資する等

のための建築物等における木材の利用の促進に関

する法律」が施行され、木造の中大規模建築物が

全国的に増加している。木造の中大規模建築物の

施工では、構造計算の結果に従い、性能の明らか

な機械等級区分された JAS 規格材が必要となる。

近年鳥取県においても、認証された計測装置によっ

て木材の性能を格付けする、機械等級区分構造用

製材の JAS 認定を取得する業者が増加している。

その中で、中規模木造建築物への関心の高まりに

伴い、県関係部局や工務店等から実大サイズの木

構造の強度に関する具体的情報やデータを求めら

れているが、全国的にも試験の実施例 1）が少ない

状況にある。 

 本研究は、一般に流通している寸法の製材 JAS

規格材を材料とした実大トラスを製作して強度試験

を行い、破壊状況の知見と強度等の基礎データを

得ることを目的としている。既報 2,3）において、実大ト

ラス試験体の陸梁を接合する座金は、切欠き深さの

基準 4）（引張側に切欠きのある場合 梁せいの 1/3

以下）を満たすよう、Z 角座金（（公財）日本住宅・木

材技術センターが承認する角座金）W6.0×54（縦横

54mm、厚さ 6mm）を使用しているが、試験終了後

に座金が傘状に変形（写真１）したため、トラスの強

度に対し座金厚さが不足していると考えられた。 

よって本試験では、基準 4）以上の切欠き深さとな

るものの、厚さが 1 サイズ大きく、一般に流通してい

る Z 角座金 W9.0×80（縦横 80mm 厚さ 9mm、写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）を使用し強度試験を行い、実大トラスの破壊状況

と強度（最大加重）を調べたので、結果を報告する。 

２ 材料と方法 

２．１ トラス試験体の構造と材料 

 試験体は、既報 2,3）と同じく JIS A 3301 木造校舎の

構造設計標準に準じた長さ 6.0m、高さ 1.5m、4 寸

勾配のキングポストトラス（以下、JIS トラス）の構造

（図１）とし、1 体製作した。本試験は、陸梁を繋ぐね

じボルトを固定する座金に Z 角座金 W9.0×80 を使

用するため、陸梁の座金部分の切欠きのサイズは

余裕幅を含め幅 90×長さ 90×深さ 90mm とした（写 

写真１ 既報における座金の変形 
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写真２ Z角座金（左W6.0×54、右W9.0×80） 
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真３）。 

材料は、県産スギ・ヒノキ製材 JAS 材を試験場内

で人工乾燥し、縦振動法で動的ヤング係数を算出

した後、各部材毎に機械等級区分を行って選別し、

県内プレカット工場で JIS トラス用部材に加工した。

各部材の詳細と接合金物を表１に示す。 

２．２ 試験方法 

 試験には、実大強度試験機（㈱前川試験機製作

所製 SAH-100-TT）を用い、E 字型の木製治具を試

験機上部の H 鋼に取り付け、真束と束材接合部 2

箇所を同時加重する 3 点荷重方式により載荷した

（写真４）。なお、載荷速度は 6mm/分とした。 

試験データは、試験機上部のロードセルで加重 P

写真４ 実大トラス強度試験全景 

（kN）を、試験体下部中央に変位計を設置して変位

量 D（mm）を記録した。試験機の加重シーケンスは、

陸梁長さの 1/600、1/500、1/400、1/300、1/250 に当

たる各変位量分のたわみを、試験機のストローク移

動量で制御し、それぞれ載荷・除荷を 3 回ずつ繰り

返した後、試験体が破壊または最大加重 Pmax（kN）

×0.8 以下となるまで加重することとした。 

３ 結果と考察 

３．１ 目視調査 

 試験終了直後の状況と、試験体解体後における

接合部内部の圧縮・割れの発生状況、金物の変

形・破壊等について、それぞれ目視調査を行った。

調査結果の概要を、図２に示す。 

 試験直後において、試験体トラス中央の接合部か

ら陸梁が外れて下がり、隙間が生じていた（写真５）。

また、試験機の下部支点に載っているトラス両端

（陸梁端）が凹んでいた。その他切り欠き部等に破

壊や変形等は見られなかった。 

 試験体解体後、各接合部の内部を詳細に調べた

ところ、JIS トラス両端の登梁尻仕口に潰れとせん断

が見つかり（写真６）、登梁が陸梁から外側上方へ

引き抜ける力が加わった痕跡であると考えられた。 

 金物においては、今回の試験で使用した Z 角座

金 W9.0×80 に変形は見られなかった（写真７）が、

試験体上部（登梁）を繋ぐねじボルト及び試験体下

部（陸梁）を繋ぐねじボルトに曲げ変形が見られた。 

試験機 H 鋼 

木製治具 

試験体 

束材 

真束 

束材 

表１ JIS トラスの材料 

写真３ 陸梁下方の切欠き 

切欠き深さ 90mm 

Z 角座金 

6.0m 

1.5m 
登梁 

陸梁 

真束 

束材 

斜材 

図１ JIS トラスの概略図 

Z 角座金 W9.0×80 を使用した箇所 

10 

4 



鳥取林試研報 No.45 2024  

 

−19− 
 

図２ 試験後の目視調査 

（a）陸梁が外れ隙間発生 

陸梁端の凹み 

陸梁端の凹み 

（b）登梁尻仕口の潰れ等 
登梁尻仕口の潰れ等 

（c）ねじボルトの変形 

ねじボルトの変形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、試験体端部の登梁と陸梁を接続するねじボル

トに曲げ変形が見られ（写真８）、上方からの加重に

より試験体が下方に変形し、登梁と陸梁との角度が

小さくなっていくのに伴い曲げ変形したと考えられた。 

３．２ JIS トラスの強度性能 

 試験で得たデータを基に、加重 P-変位量 D 曲線

を作成した（図３）。JIS トラスの強度性能は、最大加

重 Pmax が 141.3kN、最大変位量 Dmax は 56.5mm

を示した。また、図３を基に包絡線を作成し、文献 5）

記載の評価方法に準じ、降伏加重 Py、終局加重 Pu

を求めた。結果、Py は 79.4kN、Pu は 133.3kN であ

った。座金以外同じ材料を用いて試験を行った既

報 3）と比較したところ（表２）、いずれの値も既報より

大きな値を示した。 

 この結果から、本試験で用いた JIS トラスでは、陸

隙間 

真束 

陸梁 

陸梁 

写真５ 陸梁の外れ（箇所：図２（a）） 

写真７ Z角座金W9.0×80（試験後） 

写真６ 登梁尻仕口の潰れ等（箇所：図２（b）） 

潰れ 

せん断 

写真８ ねじボルトの変形（箇所：図２（c）） 
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梁の接合金物である座金を 50%厚くすることで、強

度が約 20%向上できることが示された。切欠きの深

さを基準 4）のままとした場合、Z 角座金 W6.0×54 を

2 枚重ねにする等座金を厚くする、もしくは硬度の高

い金属を用いる等の方法が、効果がある可能性も

考えられた。 

４ まとめ 

 高さ 1.5m、長さ 6m、4 寸勾配の JIS トラスに Z 角

座金 W9.0×80 を用いて強度試験を行い、既報 3）（Z

角座金 W6.0×54 を使ったトラス強度試験）と比較し

た。その結果は以下のとおりである。 

1. Z 角座金 W9.0×80 を使った試験体トラスの強度

試 験 の 結 果 、 Pmax は 141.3kN 、 Dmax は

56.5mm を示し、既報 3）の平均値と比べ、それぞ

れ 21%、15%性能が向上していた。 

2. トラス試験体の解体後、接合部分を調査した結

果、 トラス両端の登梁尻仕口に潰れとせん断

が見られた。また、金物においては、Z 角座金

W9.0×80 に変形は見られず、陸梁中央部と端

部のねじボルトが変形していた。 

3. Z 角座金 W9.0×80 は W6.0×54 より 3mm 厚い

ため、座金が変形しにくくトラス全体の強度が向

上したと考えられる。 
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